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要　約
本論文では、淑徳短期大学社会福祉学科児童福祉コースの授業での実践について
考察している。具体的な授業の内容は以下のとおりである。
①キャベツの中に入ってみる ②身体の器
③古新聞紙で動物をつくる ④粘土で友人をつくる
⑤手から生まれ出るかたち ⑥大きな花の絵、お花畑が出現する
⑦私は○○になる、○○の中の私 ⑧等身大の私
この実践研究の目的は、それぞれの造形活動の中で制作者の「精神と身体と物質
の交流」を観察すること、そして「そこから生まれるもの」を検証することである。
その検証の結果、次の２つのことに造形の可能性を見いだした。
ひとつには、制作者と物質が対等な関係で対峙して「精神と身体と物質の交流」
を行う時、「そこから生まれるものは、作者が始めに実現したいと思っていたもの
を遥かに超えてしまっていることがある」こと。
２つには、私たちのまわりに満ちている空間を認識し、造形を通して空間と関わ
ることを考えるなら、「造形活動は、永遠の時間、空間に触れていく可能性を秘め
ているものである」こと。
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「造形」精神と身体と物質の交流から生まれるもの
─表出・表現とは何か　空間とどう関わるか─
丸　山　富　之
（2009年10月14日受理）
Ⅰ　研究の視点
造形活動においては、制作者が発想し、考案するところから制作が始まるのが普通
である。そして、発想・考案が作品を先導していく。これから実践していく造形活動
ではここに重きを置かない。ここでの実践は次のようなものである。
造形活動を成立させる根本に「精神と身体と物質の交流」を据え、そこに根ざした
活動の実践を行う。その実践の中で、「制作者の精神と身体と物質の交流」を観察し、
「そこから生まれるもの」を検証し、「造形の可能性」を探っていく。以上が本論文の
キーワード 出会い、発見、出現、制作中の視点、制作後の視線、空間
縦軸となる。
またこれから行う実践では、造形活動を「表出」と「表現」の２つに分けて考察す
る。なぜなら「表出」と「表現」では、精神と身体と物質の交流から作品が生まれる
ことのその構造が大きく違うからである。そしてまた精神と身体と物質の交流では、
人間と物質は現実空間の中でどう関係するか、ということは極めて重要である。ここ
では、「空間」を実体としてとらえることを通して「人間と物質の関わり」「人間と空
間の関わり」について考察していく。この２つの事柄が本論文の横軸になる。
ここで実践する造形活動を成立させる根本に据えた「精神」「身体」「物質」とは次
のようなものである。
精神
ものをつくる時、作者の精神には２つのあり方（心の働き）が存在する。そのひと
つは、「制作中の視点」。もうひとつは、「制作後の視線」というものの存在である。
「制作中の視点」それは、物質、肉体に対する心のありようといったものである。そ
れはまた、その時の感覚であったり気分であったり時には刹那的であったりもする。
「制作後の視線」は動物や人間の形象、心の中に思い描く像や印象につながってい
る。それは作者が見たいと欲しているものであるが実際には見えていない。ここでの
制作は、作者が見ようとしているものを実際に眼前に見えるようにすることである。
この視線は、知性的・理性的で能動的・目的意識的な心の働きである。
身体
精神とは別個に存在する私の体。物質と対等な関係で同じ空間に存在している。身
体は私の思い通りにならないけれど、時には私に思いがけないものを見せてくれる。
物質
空間、時間の中に位置し、大きさ・形・質量を持っている。これから実践する造形
活動は作者が物質と交わることによって成立する。
そして以下に、本論文の横軸となる「表出と表現」「人間と物質の関わり」「空間」
についての私の考えを述べておきたい。
表出と表現
「乳児の造形活動は泣くとか笑うといった行為と同じ状態の表出活動である。しか
し３歳を過ぎる頃からは何らかの意思が働いて自分の意思を表す表現活動に変わって
くる。」１）私たちにとって何らかの意思がゼロの状態で造形活動を行うことはありえ
ないことであり、何パーセントかの意思というものは必ず関与してくる。ここでは、
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作者の意思が極めて小さく、造形行為と作品の現れが直結している場合を「表出活動」
とする。また、作者の中になにがしかの意思が働いており、現れつつある作品と作者
の意思のあいだに交通があってその交通の末に作品が姿を現す場合を「表現活動」と
する。つまり、作者の中に作者の意思につながる「制作後の視線」が存在しているか、
いないかである。
さまざまな実践を通して「表出」と「表現」の違いを明らかにしていく。
人間と物質の関わり
私は、人間と物質の現実空間での関係のしかたは次の３つに集約できるのではない
かと考えている。
ア 地球上に存在するほとんどすべての物質は人間が存在すると同じように存在し
ている。同じ空間、時間の中に位置し、大きさ、形、質量を持って別々に存在
し、人間と対峙する。
イ 物質が多数集まってある集合体を形成し、集合体の内部に内部空間をつくり、
人間はその内部空間に包まれるという関係。例えば森や街。ここには次の２つ
の間係のしかたがある。
・人間は１本の木、一軒の家と向き合っている。（アの関係）
・人間は大きな森、賑やかな街に包まれている。（イの関係）
ウ 物質はある程度の大きさを持ち、単体でその内部に空間を所有し、人間を自ら
の内部空間に包み込んでしまうという関係。例えば家。ここには次の２つの関
係のしかたがある。
・人間は家の外で一軒の家と向き合っている。（アの関係）
・人間は家の中でその空間に包まれている。 （ウの関係）
さまざまな実践を通して、ア、イ、ウの「人間と物質の関わり」について考察して
いく。これは同時に「人間と空間の関わり」についての考察でもある。
空間
私たちの身体のまわり、物質のまわりには空間が満ちている。精神と身体と物質の
交流を行うことは空間と交流することでもある。しかし、空間はつくるものではなく
物質との関わりの中で認識の対象として出現させるものである。それは実体としての
空間を人間の目に実際に見えるようにすることである。
空間を見ることは私たちを取り囲んでいる世界を見ることにつながる。私たちは唯
一個別の存在であると同時に世界の中の存在と知ることである。
さまざまな実践を通してこのことの体験をし、このような造形の可能性を探ってい
きたいと考えている。
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Ⅱ　造形活動の概要
次に、これから実践していく造形活動の概要を述べる。
①キャベツの中に入ってみる
表出としての絵画である。作者は「自然としてのキャベツを見ること」を通して、
その色やかたちと交流することにより絵を描く行為に没頭する。
②身体の器　
粘土のかたまりを自分の身体の一部に押さえ付けて薄く延ばす。そして、これを剥
がすと器のかたちが出現する。
この造形活動には２つの要素が含まれている。
そのひとつは「身体と物質の一瞬の出会いによる表出活動」であること。ここでは、
身体と粘土が出会うという造形行為と作品の現れはまさに直結している。
もうひとつの要素は「空洞を見る」こと。器に囲まれた「実体としての空間を見る」
ことである。
③古新聞紙で動物をつくる
「動物をつくる」という非常に正統的な造形活動である。動物のイメージにつながる
「制作後の視線」に向かう表現活動である。
④粘土で友人をつくる
「人間の頭部をつくる」という非常に正統的な造形活動である。友人のイメージに
つながる「制作後の視線」と「制作中の視点」との相互交通による表現活動である。
⑤手から生まれ出るかたち
「手の中で石を研く」という表現活動である。ここでの「制作後の視線」は作者の
心に通じた「触り心地の良さ」といったものである。目の前にあるギザギザした冷た
い石という「現実」から、触り心地の良いあたたかい「理想」の石に向かう手と心の
動きを中心にした造形の実践である。
⑥大きな花の絵、お花畑が出現する
「人間と物質の関わり、イ」を根本に据えて行う造形の実践である。
（①、②、③、④、⑤の造形活動では人間と物質の関わりはアということになる）
学生一人ひとりが大きな花の絵を描く。そしてクラス全員でお花畑を出現させ、お
花畑に包まれる。
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⑦私は○○になる、○○の中の私
「人間と物質の関わり、ウ」を根本に据えて行う造形の実践である。
段ボールで空洞を抱えた大きな物体を制作し、学生はその中に入り込む。同時にこ
れは共同で大きな物体をつくるという表現活動でもある。
⑧等身大の私
透明なビニールの上に「私の体のアウトライン」を写し取り、そのアウトラインの
中に「私の存在」を実感しながら「等身大の私」を描いていく。そして、図工室にた
くさんの「等身大の私」を吊り下げることにより「図工室の空間」を見る。
以上の実践の中で、「制作者の精神と身体と物質の交流」を観察し、「そこから生ま
れるもの」を検証し、「造形の可能性」を探っていく。
①、②の実践では主に「表出」についての考察を行う。
③、④、⑤の実践では主に「表現」についての考察を行う。
⑥、⑦、⑧の実践では主に「空間」についての考察を行う。
②の実践では「空間」についても考察し、⑥、⑦、⑧の実践では「表現」について
も考察する。このようにすべての造形活動はいろいろな要素が連動している。
Ⅲ「表出」についての考察を主とする造形の実践
①キャベツの中に入ってみる
１枚の写真がある。小さな男の子がスタンピ
ングに熱中している。男の子は象徴的な形を描
こうとはしていない。絵の具をペタペタするの
が楽しくてしかたないという彼のその気持ち
と、絵の具まみれの彼の体とが自由に動き回っ
ている様子がこの写真からよく見てとれる。
「精神と身体と絵の具の交流の軌跡」が彼の絵
になるのだ。彼は世界の内側に位置しており、
彼の心と体は、「驚き、不思議、出会いと発見」
に満ちている。
この時、彼の中に「制作後の視線」は存在し
ない。このように「制作後の視線」が存在しな
い、あるいは希薄である。従って、制作中の作者の「精神と身体と物質の交流の軌跡」
がそのまま作品となって現れる。制作中の作者の「精神と身体と物質の交流の密度」
がそのまま作品に定着される。このような活動を「表出活動」とする。
私たち大人は絵を描こうとする時、普通「制作後の視線」に重きを置いている。あ
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写真１　スタンピングに熱中する２）
るべき姿、形象を目指したり、心の中に思い描く像や印象、心象の実現を目指す。私
たちは「制作後の視線」を持たないで絵を描くことは可能だろうか。そして、この男
の子のように世界の内側に入り込むことができたなら世界は何を現すだろうか。
キャベツの中に入ってみるはこのことの実践の記録である。大人である学生達にと
って、この男の子のように世界の内側に入り込むということはそう簡単なことではな
い。そこで、私たちはこれを実現するために自然の力を借りようと思う。
すなわち、キャベツを見ること。
以下に学生Ａさんの制作を観察する。これはＡさんの精神（制作中の視点）と身体
（主に手）と物質（絵の具、画用紙、筆、キャベツ）の交流の様子である。
「キャベツを１枚むしり取る。この中心あたりの気になるところに狙いを定めて、
ここから描き始めることにする。色を探す。パレットの上で混ぜてみる。どうしても
同じにならない。少しずつ隣りに攻めて行く。自然というものはほんとうに不思議な
ものだ。見れば見るほど分からない。キャベツはＡさんに次々と新しい発見をさせて
くれるのでＡさんは色を探し色に触れまた触れる。絵の中では色と形が出会いと別れ
を繰り返し、何かが現れてはまた消える。Ａさんの手は色や形の決定をすることがで
きない。色や形を決めたと思っても次の瞬間には違うということが解ってしまうから。
色と色、形と余白はその境界を挟んで鬩ぎあっている。１秒毎に見比べる。Ａさんは
キャベツの中に見えているものはもっと瑞瑞しくてもっと複雑でもっと美しいと感じ
ている。Ａさんはキャベツの中を泳いでいる。」
この精神の葛藤が絵を絵の内側から突き動かす。その時、Ａさんの精神はその目を
通して絵の内側、キャベツの中に入り込んでしまっている。Ａさんはキャベツと同化
したともいえる。Ａさんはキャベツの中を泳いでいるのと同時に絵画の中をも泳いで
いる。あの男の子のように。
そして、見るということには終わりというものがない。授業では授業時間の終わり
が絵の完成ということになる。絵画の全体像というものは授業終了のチャイムが決定
する。Aさんは１週間後の次の授業で自分の作品に出会う。そこには、本当に自分が
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写真２　キャベツの中に入ってみる 写真３　キャベツの中に入ってみる
描いたとは思えない「不思議な出会い」と「新しい発見」が待っている。
このことが、「表出活動」の特徴であるといえる。
②身体の器
粘土のかたまりを自分の身体の一部に押さえ付けて薄く延ばす。そして、これを剥
がすと器のかたちが出現する。この造形活動を「表出」、「空間」の２つの観点から考
えてみたい。
・「表出」としての、身体の器
陶芸家の川村熹太郎は、縄文土器の成り立ちについて、「やきもの」をつくる立場か
ら考えると「やきもの」は日本の風土の中に自生したと考えて次のように述べている。
「当時の人達は（中略）男女ともに、腕も足もあらわに出していたのですから、土
が火で固まるのを発見した人は、自分の肘なり、膝頭なりに粘土を叩きつければ碗が
出来上がることを思いついたことだろうと思います。（中略）過日、幼稚園に通って
いる孫が自分の膝頭で茶碗を沢山つくっているところを見ました。私は孫と離れて住
んでおり何も教えた覚えはありませんので、孫に聞いてみますと、自分が考えたのだ
と申しておりました。」３）
私もかねがね「身体と物質が直に関係する出来事」というものは、その身体への衝
撃と同じ程にその精神にも衝撃を与えるだろうと考えていた。田植えの田んぼに素足
で入ってずぶずぶと潜り込んだ時のあの気持ちの良さ悪さ。温かい海に潜った時のな
んともいえない塩水との一体感。「精神と身体と物質の交流」を一瞬にして直接おこ
なっている。このような「精神と身体と物質の交流」は、人間の歴史の中で自然に行
われていたに違いないし、子供はその日常の中で始終体験していることだろう。そう
して、そのような実体験の中から茶碗に限らずいろいろなものが生まれてきたのだろ
うと容易に考えることが出来る。私はものと関わり、ものをつくる立場からその必然
を思わずにはいられない。
身体の器のような造形活動は極めて原初的で根源的な体験であるといえる。ここで
は、「出会い」と「発見」そして「現れ」を一瞬にして行う。すなわち、粘土の塊を
自分の手や足や肘や肩や膝や顎や額や頭に押さえ付けて薄く延ばす。ヒャッ冷たい！
と感じる。粘土と身体が出会い、私は私の体を実感し、私の体の存在を発見する。そ
して、これを剥がした瞬間に新たなるものが出現する。
この一瞬の「出会い」によって現れ出た作品たちは、「不思議さ」「意外性」に満ち
ており、「自ら生まれて来たという喜び」に溢れている。
・「空間」としての、身体の器
器の構造的な特徴、それは空洞を持っていること。空洞を持った形態が器というこ
とになるが、普段私たちは空洞を意識しない。私たちが器にみているのは、その形態
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と表面だろう。空洞をみること。空洞を視覚化させてその不思議を体験してみる。
身体の側から空間を考えてみる。空間の概念については諸処の考え方があるが、ニ
ュートンは空間を物体とは独立に存在する実体とみなした。彫刻をなりわいとしてい
る私の立場では、やはり空間は物体と同じように存在する実体としてとらえている。
物体を彫刻することと空間を彫刻することは同義である。従って、身体の側から空間
を考えれば、身体のまわりには空間という実体が満ちていることになるが、私たちは
普段このような空間を意識することはない。「空間と身体を逆転させ、身体を空間化
してこれを見る」というのがこの身体の器なのだ。
粘土を剥がしたら出現する空洞のかたち。自分の体のかたちを、体の内側から初め
て見た瞬間のこの驚きはとても新鮮なものである。
Ⅳ「表現」についての考察を主とする造形の実践
③古新聞紙で動物をつくる。
「動物をつくる」これは非常に正当的な造形活動である。古来より人は身近な生き
物を造形の対象としてきた。
彫刻の伝統的な技法にモデリング（肉付け）がある。中心に向かって肉付けしてい
くことにより求心的なかたまりが出現する。ここではモデリングを古新聞紙と和のり
で行う。増やすこと、「＋の方向」への一方通行である。
ありあわせの木切れや針金で心棒を作る。そして古新聞紙をちぎって和のりをたっ
ぷりとしみ込ませて心棒に貼付けていく。両手をべとべとにしながら古新聞紙を貼付
けていく。ひたすらに貼付けていく。始めやせ細っていた動物たちは次第に丸みを帯
びて量的な変貌を遂げ、古新聞紙のかたまりは水分をたっぷりと含んで重たくなって
いく。学生たちは量に対して貪欲になっていく。着実に少しずつ前に進んでいくこの
ような造形行為は、作者の心に安定した平安をもたらす。つぎに半紙を肉付けしてい
く。求心性を獲得したこの白いかたまりは柔らかなあたたかい膨らみに被われている。
動物たちはこのひたすらな肉付け（身体的行為）の産物であり、これは真正な彫刻
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写真４　身体の器（粘土） 写真５　身体の器（焼成したもの）
行為そのものである。
ここでの「動物のイメージ」は個別的でなく一般的であり、「制作後の視線」はお
おらかであり、すべてを許容する。まっすぐにそこに向かうこのような造形行為は最
もシンプルな「表現活動」といえる。
④粘土で友人をつくる
「友人をつくる」これもまた正当的な造形活動である。この実践では、モデリング
（肉付け）を粘土で行う。粘土という彫刻素材の特徴は付けたり取ったり（＋と－）
を自由にできることにある。「＋と－の試行錯誤」を繰り返し、多くのドラマの末に
作品は生まれてくる。
もうひとつの重要な点は、「モデルとしての友人を見ること」を制作の根幹に置い
ていることである。見ることを通して現実と理想のあいだで作者の心は揺れ動く。
さらにもうひとつの重要な点に、作者の友人に対するイメージが、先ほどの動物に
対するイメージに比べて個別的で強いということがある。「制作後の視線」は厳しく、
「見たいと欲しているものがより遠くにある」といえる。
Ｂさんの制作を観察する。
「Ｂさんとモデルの友人は親友であり、Ｂさんは友人に対して、かわいくて優しく
て目がきれい、という印象を持っている。Ｂさんの制作の目的は、かわいくて優しく
て目がきれいな友人、というものであり、この「制作後の視線」の存在はＢさんにと
ってとても強いものである。それに対して、目の前にある粘土のかたまりはなかなか
思いどおりの顔、形になっていかない。Ｂさんの手はあまりに拙く、Ｂさんの見たい
ものはあまりに遠いからだ。この距離の遠さが制作を突き動かす。モデルとしての友
人はＢさんに次々と新しい発見をさせるので、Ｂさんの手は粘土に触れまた触れて粘
土の上では出会いと発見を繰り返す。粘土は刻々とその姿を変え何かが現れてはまた
消える。なぜすぐに消えるかといえば、それはＢさんの本当に見たいものではないか
らだ。」
自然との戦いという意味で、ここでの葛藤はキャベツの中を泳いでいたＡさんと同
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写真６　古新聞紙で動物をつくる（着彩） 写真７　古新聞紙で動物をつくる（着彩）
じものである。しかし、Ｂさんは「制作後の視線」とも戦っているという点でＡさん
とは大きく異なっている。
制作中のＢさんは、目の前の出来事に右往左往し、一喜一憂し、時には刹那的でさ
えある。制作後のＢさんは、知性的・理性的で能動的・目的意識的な心の持ち主であ
る。Ｂさんの制作は、「刹那的なＢさん」と「目的意識的なＢさん」の戦いである。
この「私と私の戦い」は、まっすぐイメージに向かった古新聞紙で動物をつくるに
はなかったことである。Ｂさんに心の平安はなかなか訪れない。この先、制作はどこ
に向かうのだろうか。このことは、あといくつかの実践を観察したあとに再び考えた
いと思う。
⑤手から生まれ出るかたち
精神と身体と物質の交流を高純度に行おうとするなら、発想、考案、デザインの比
重は少ないほうが良い。特に手の中に収まるような小さなものをつくる時はこの比重
が高くなるに従って、作品は作者の自己実現の場所になっていく。彼らだって放って
おくとすぐにアンパンマンやドラえもんを作ろうとする。ここでは「何をつくるか」
を設定しない。
物質は、滑石という中国産の柔らかい石である。
「何をつくるか」を設定しないで何かをつくるためには、これに変わる動機、きっ
かけ、つくり続けていくための思い入れといったものが必要となるが、この場合その
大部分を「触覚的な感興」が占めている。まず製材された四角い滑石を触ってみる。
ヒャッ冷たい、ギザギザしている、持ってみるとけっこう重たいな。削ったら白い粉
が出てすべすべする。水をつけて研いていくとぬるぬるしてくる。どんどん研いてい
くとつるつるになっていく。もっとつるつるにしたいと思ってすべすべぬるぬると研
いていき、滑石はどんどんつるつるになっていく。何の作為も持たない人の手の中で
四角い石が転がり続けると、石はだんだんと角がとれて丸くなってくる。山肌から欠
け落ちた鋭角に尖った石のかけらが川に落ち、中流あたりまで転がり続けて流されて
くると角がとれて丸くなってくるのと同じように、滑石は、手の中で転がり続けてだ
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写真８　粘土で友人をつくる 写真９　粘土で友人をつくる
んだんと丸くなってくる。では皆が同じようにまんまるになっていくかというとそう
いうふうにはならず、ひとりひとり違うかたちが現れてくる。川の中だと同じように
丸くなり手の中だと違ってくる。ここに、ひとりひとりの手の違い、そして手の持ち
主の心の関与を見る。
「触覚的な感興」に導かれてそれぞれの手を動かし続ける。そうすると、手の大き
さや力の入れ方の違い、道具の扱いの上手、下手などの違いが絡み合ってそれぞれ少
しずつ違うかたちが生まれてくる。滑石は手と交わり、うごめき、自らその姿を現し
始めたといえる。ここで作者は自分の手の中でうごめき始めた滑石のかたちに「出会
う」のである。そして握りしめる。この時、作者の滑石に対する「制作後の視線」は
「触り心地の良さ」にある。滑石を握って手の中で転がし、「触り心地」が良いとうっ
とりとし、「触り心地」が悪いと気分が悪い。「触り心地」が悪いと感じると再び滑石
はうごめきはじめる。ここにも「私と私の戦い」がある。心地を感じるのは心である
から、このように、触り心地の良さ、悪さを感じるのは、作者の手と手に通じた心の
奥の感覚であって、「手と心」で同時に滑石に触っているといえる。
なまじ造形の経験の持ち主だと、ここで滑石を机の上に置いて目でとらえようとす
るけれど、彼らは机の上に置いて見てみようなどとはしない。滑石は常に手の中にあ
る。手の中に握って手の中で回転し動き続ける滑石を「手と心」で見確かめることが
見ることなのだ。ここでは、つくることと見ることはほとんど同時に行われている。
滑石にとっての宇宙は、作者の心の奥に通じた両手の中ということになり、滑石はこ
の小さな宇宙の中でそれぞれの姿を現す。
Ⅴ「空間」についての考察を主とする造形の実践
⑥大きな花の絵、お花畑が出現する
先に述べた「物質と人間の関わり、イ」の実践である。
物質が多数集まってある集合体を形成し、集合体の内部に内部空間をつくり、人間
はその内部空間に包まれるという関係。
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写真10 手から生まれ出るかたち 写真11 手から生まれ出るかたち
この造形活動には次の２つの要素が存在する。
・１人が１本の花と向き合うこと。（物質と人間の関わり、ア）
・お花畑に包まれること。（物質と人間の関わり、イ）
・１本の花と向き合うこと
図工室前の廊下の壁いっぱいに画用紙を貼ることにする。画用紙が作者の体の身長
以上に大きいことと、画用紙と作者が直立して向かい合っていることは特に重要であ
る。ここには、作者の体と廊下の壁とその間の空間とでつくる造形世界がある。この
造形世界は作者の体を現実空間の中に吸収してしまっている。また、この絵の大きさ、
そして絵と作者が垂直に向かい合う関係は、作者の心と体を絵画世界の内部へと導き
入れてくれる。
・お花畑に包まれること
私たちは何かに囲まれ、何かに包まれた時何を感じるだろうか。
子供の頃、机の下に潜り込んだら妙に安心して落ち着いたというようなことは誰に
でもあるだろう。森に入り込んで不思議な気配に支配されたように感じるあの感覚。
星空を見つめて自分は宇宙の一部なのだと実感するあの感覚。あるいは、真っ暗闇で
何か得体の知れないものに包まれて恐怖を感じるということもあるかもしれない。い
ずれにしても、「私の体が何か別のもっと大きな存在の内に包まれる」ということは、
「私の精神をもその大きな存在に委ねてしまう」ということになりそうである。大き
な花の絵、お花畑が出現するはこのことの体験の場である。
皆が制作する様子を観察してみる。
廊下は幅が２メートル程しかないので、両側に皆が並ぶとぎゅうぎゅうになってい
る。しかも皆が這い蹲って下から描き始めたものだから、あちらこちらで足が交錯し
ている。花が伸びてくるのに従って皆の体も伸びてくる。葉がたくさん付いている人
の絵は成長が遅い。あちらこちらでポツポツと花が咲き始める。花が咲き始めると鮮
やかさが増してくる。皆背伸びして描いている。椅子の上に乗っている人もいる。天
井にまで描いている人もいる。皆は花を見ることを通して花が成長するのと一緒に成
長している。隣の人の画用紙にまで描いている。右に左に、上に下にと皆の体が揺れ
ている。皆が揺れると花も揺れる。皆それぞれ私だけの花を描きながら、私の花はお
花畑の一部になっていることを感じている。私自身もお花畑の中に入り込んでいるこ
とを感じている。
突如出現した大きなお花畑（物質の集合体）は、制作者たちの身も心も（身体と精
神）包み込んで咲き誇っている。
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⑦私は○○になる、○○の中の私
「物質と人間の関わり、ウ」の実践である。
物質はある程度の大きさを持ち、単体でその内部に空間を所有し、人間をその内部
に包み込んでしまうという関係。物質は「内部と外部」という２重構造を併せ持つ。
例えば、「私は家の中でくつろいでいる。そして家を出て外から家を見る」という
２重構造。あるいは、「採石場で石を切り出した後の大空間の中の私。私は切り出さ
れて無くなってしまった石の大地と、多くの時間、人々の営みに想いを馳せて大空間
に包まれている。そして、採石場を離れて振り返って見たら、そこは大きな山だった。」
このように、私の身体は何か別のもっと大きな存在に包まれている。そして私の精神
をもその大きな存在に委ねてしまっている。そうしてそこから離れてそれをみるとそ
れ（物質）は大きなかたまりだった。このような「精神と身体と物質の交流」である。
この造形活動には次の２つの要素が存在する。
・共同で大きなかたまりをつくること。（物質と人間の関わり、ア）
・その中に皆で入ってみること。（物質と人間の関わり、ウ）
この造形活動の素材は段ボール。条件は唯ひとつ、２人でつくったら２人が中に入
れること、５人でつくったら５人が中に入れること、というものである。
・共同で大きなかたまりをつくること
正方形に規格化された段ボールの板を材料にして、たとえばカボチャのような有機
的なかたちをつくろうとするのはとてもやっかいなものである。彼らは段ボールを２
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写真12 大きな花の絵、お花畑が出現する
枚に引き剥がしたり、丸めてまた伸ばしたりと試行錯誤を繰り返す。そしてこのよう
な大きなものをつくろうとする時、この試行錯誤は彼らの体ごとの労働に変わる。彼
らと段ボールはひとつになって動き回る。彼らと段ボールは親密な関係を結び世界を
共有する。
この時、彼らの「制作中の視点」は世界の内にある。そして、「制作後の視線」は
世界を外から見ている。試行錯誤しながら動き回る彼らの労働、思い通りにならない
段ボールのかたまりという現実。それを外から見ているもう一人の目的意識的な彼ら。
制作というものは、ここでも彼らと彼らの戦いなのだといえる。
・その中に皆で入ってみること
大きな段ボールのかたまりを制作し、その物体に包まれた学生の声。
・あったかくて良い気持ち。
・狭くて落ち着く。
・すごく懐かしい感じがする。
・友達と前より親密になったと思う。
・自分の心を静かに見つめられたような気がする。
・お母さんのお腹の中ってこんな感じかな。
・外の景色が違って見える。
・眠くなってきた。
⑧等身大の私
この造形活動にも次の２つの要素が含まれている。
・自画像である。鏡に写った自分を写し取るのとは少し違う、本当の自分を見つめ
る自画像である。（物質と人間の関わり、ア）
・空間を見ること、普段意識することのない空間を認識すること。（物質と人間の
関わり、イ）
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写真13 私はカボチャになる 写真14 変なかたまりの中の私
・自画像であること
まず大きな透明なビニールを床の上に広げる。その上に寝そべって好きなポーズを
とる。皆が見ている前で寝そべってポーズするという行為も大人になってしまうと恥
ずかしいものであるが、しかしそのうちに楽しくなってくる。人は立って行動してい
ると人間性が問われたりもするけれど、横たわってしまうと物体に変わる。寝そべっ
た体のアウトラインを友達にマジックインキでなぞってもらう。寝ている私は私の体
を実感し、マジックインキでなぞっている友達は、寝ている友達の体のぬくもり、息
づき、厚さ、量感、存在そのものを実感する。体のラインが１周したら、寝ていた私
は起き上がる。あとには寝ていた私の体のかたちのアウトラインが残される。いなく
なってしまった人の後に残されたこの人型のかたちを見ると、多くの人はちょっとド
キッとして不思議な気持ちになる。何故不思議な気持ちになるのだろうか。ここには
何か重要な問題が隠されていそうである。
これと同じようなものを見たと思える記憶をたどってみる。
テレビのサスペンスドラマで見た殺人事件の死体の跡。死体はすでに片付けられて
いてここには無い。あるのは白いチョークで描かれた人のかたち。私たちはこの人の
かたちをした白い線を見てここに死体があったのだとまざまざと認識する。
街を歩いていてビルの外壁に偶然見つけた太古の化石。この跡形を見て私たちは太
古の時代に想いを馳せる。
実際には見ることのないものの存在を見ること。「不在の中の存在」を知覚する。
これが多くの人が不思議な気持ちにさせられる理由ではないか。「不在の中の存在」と
いうものを知覚する時、人は同時に「時間の推移」を知覚する。「存在と不在」「過去と
未来」の間で私たちは一瞬の立ちくらみのような感覚に襲われるのではないだろうか。
次に、それぞれのアウトラインの中の私をマジックインキ、クレヨンなどで描いて
いく。お姫様になった私、高校生の時の私、とっても美人な私。皆完全にナルシスト
になって自分の世界に入っていく。
ここで重要なのは、私はビニールの中の私に「さっきまで確かにここにいた私」
「いなくなってしまった私の存在」「不在の中の存在」を見ていることである。このア
ウトラインの中の私は確かに私だと確信している。私は私を描いているのだという実
感を強く持つことによって、絵を描く行為に没頭していく。
鏡に写った「虚」の自分を描くのとは違う「実」の世界とはいえまいか。
・空間を見ること
次に、図工室の天井に全員の「等身大の私」を吊り下げてみる。ビニールは透明な
ので空間を遮断しない。透明な空間をたくさんの私が駆け巡る。電気を消すと幻想的
だ。普段意識することのない図工室の四角い無機質な空間が、透明で動きのある有機
的で躍動的な空間に変わる。私たちはその中にいる。
物質と人間の関わりはイということになる。
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Ⅵ　考察
「制作者の精神と身体と物質の交流」を観察し、「そこから生まれるもの」を検証し、
「造形の可能性」を探っていく。これが本論文の縦軸であった。
ここまで、８例の造形活動の実践を通して、これらの造形活動を縦に貫いている
「精神と身体と物質の交流」の様子を、その同一性、差異性において、かなり掘り下
げて観察してきたのではないかと思っている。
ここでは、「そこから生まれるもの」を検証し、「造形の可能性」を探っていくこと
にしたい。それは、本論文の横軸とした「表出」「表現」「空間」についての考察を通
して行っていく。
表出
スタンピングに熱中していた男の子を思い出してみたい。彼の心と体は、「驚き、
不思議、出会いと発見」に満ちていた。表出活動の実践により、私たちも「驚き、不
思議、出会いと発見」に満ちた体験を数多くすることが可能となる。重要なのは、こ
の精神活動、身体活動としての物質への働きかけ、その密度である。①キャベツの中
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写真15 等身大の私（有機的で躍動的な空間の中の私たち）
に入ってみるでは、学生たちはキャベツを見ることを通して絵画の中を泳いでいた。
そして、その軌跡が作品になった。②身体の器では、作品は身体と物質の一瞬の出会
いによって出現した。
それでは、そこから出現した作品とはどういうものだったのだろうか。表出活動の
結果として現れ出た作品たちは、ある共通の質を持っている。それは、不思議なもの、
意外性に満ちているもの。そして、生まれつつあるもの、生きようとするもの、出現
しつつあるもの、そのようなものたちである。そのようなものたちは、皆自ら生まれ
てきたという喜びに満ち溢れている。私たちは（制作者も）その誕生に立ち会う。
確かなことは、表出活動において、制作者が、「驚き、不思議、出会いと発見」に
満ちた時間と空間を過ごしたなら、そこから生まれてくる作品が、「驚き、不思議、
出会いと発見」に満ちていないはずはないということである。
表現
「動物」という一般的なイメージに向かって落ち着いて労働を続け、その一方通行
での労働の到達点として作品の完成をみた③古新聞紙で動物をつくるのような表現活
動は、イメージの実現が容易であるといえる。
これに対して、「表現」というものの本当のダイナミズムは、作者の中に存在する
「制作中の視点・現実」と「制作後の視線・理想」との相互交通、戦いから生まれる
ものだろうと私は考えている。そしてこれははっきりと言い切れる事柄ではないと承
知しているけれど、このダイナミズムの生まれる過程というものは、次のように説明
できるのではないか。
④粘土で友人をつくるでは、作者は、かわいくて優しくて目がきれいな友人という
「制作後の視線」と、目の前にある「粘土のかたまり」のあいだで揺れ動いていた。
⑤手から生まれ出るかたちでは、「触り心地の良さ」という「制作後の視線」に向か
って手の中の滑石はうごめいていた。また、⑥大きな花の絵、お花畑が出現するで、
「大きな美しい花」を目指したのも、⑦私は○○になる、○○の中の私で、段ボール
を用いて試行錯誤しながら「大きなかたまり」の実現に向かったのも、⑧等身大の私
で、ナルキッソスになって「私の分身」になりきっていったのも、みなそれぞれの理
想に向かったのであった。
これらはみな、目の前の出来事に右往左往し、一喜一憂し、時には刹那的でさえあ
る「制作中の私の視点」と、知性的・理性的で能動的・目的意識的な「制作後の私の
視線」との戦いであったといえる。
このような制作では、「制作後の私」は「制作中の私」を超えようとし、「制作中の
私」は「制作後の私」に次々と新しい世界を開示する。精神と身体と物質の交流の中
でこのことを繰り返すなら制作には終わりというものがない。とすれば、作品は常に
制作中ということになる。生まれつつあるもの、生きようとするもの、出現しつつ
あるもの、そのようなものたちが、「制作中の私」と「制作後の私」の戦いの産物な
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のだろうか。先の表出活動から生まれたものたちもこのような質を持っていた。
しかし、「表現」としての制作はもっと先に行くことが可能なはずである。そして
この先、とても長い時間が過ぎた後、「制作中の私」と「制作後の私」が出会った地
点に作品はついにその真の姿を現す。出会うことが出来ていない時、作者の中には必
ず何がしかの物足りなさが残っているものだ。もし、「私と私の出会う地点」に到達
して作品がその真の姿を現すことが出来たなら、それは、始めに私が見たいと欲して
いたものを遥かに超えてしまっているだろう。それは、生まれて自らの意思で立とう
としているもの、生きようとして強烈に生きているもの、出現して確かに存在してい
るものに変わってしまっている。
このようなものは見るものに有無を言わせぬ一撃を与える。私は、学生の手から出
現するものに、ごく稀にではあるがこれを見ることがあり、造形の可能性を思わずに
はいられない。
空間
②身体の器では、身体と空間は反転して身体が空間化され、私たちは空間を実際に
見ることができた。⑥大きな花の絵、お花畑が出現するでは、学生ひとりひとりは大
きな花の絵を描いていた。そして気がついてみたら、彼らはお花畑に囲まれ、その空
間に包まれていた。⑦私は○○になる、○○の中の私では、学生たちは段ボールのか
たまりの中で、落ち着いた、穏やかな気分に浸っていた。⑧等身大の私では、彼らは、
不在の中に私の存在を見ていた。そして、図工室の有機的で躍動的な空間に包まれた
のだった。
このように、「空間を見ること」「空間を認識すること」「空間に包まれること」「不
在の中の存在を見ること」「時間の推移を知覚すること」、そのような体験を目的とし
た造形活動の実践を行ってきた。これらの実践は、「精神と身体と物質の交流」とい
うものは私たちの身の回り１メートル四方の空間にとどまるものではないことの検証
であったといえる。それはまた、「精神と身体と物質の交流」をもとにした造形活動
が、永遠の時間、空間に触れていくことの可能性を秘めたものであることへの働きか
けであったともいえる。造形というものが、永遠の時間、空間に触れていくことが可
能なものであるならば、造形の新たな可能性は永遠の広がりを持って私たちの前にあ
るだろう。私は、この新たな可能性を切り開いていくことを今後の課題として、さら
にさまざまな実践を通して研究していきたいと考えている。
空間を見ること、空間と関わることは、私たちを取り囲んでいる世界を見ること、
世界と関わることにつながる。私は唯一個別の存在であると同時に、世界の中の存在
であると知ることであり、それは、世界と私が親密な関係を結ぶための端緒となるだ
ろう。
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Ⅶ　まとめ
「造形活動においては、制作者が発想し、考案するところから制作が始まるのが普通
である。そして、発想・考案が作品を先導していく。これから実践していく造形活動
はここに重きを置かない。」と初めに私は書いた。では、「発想・考案」の制作と「精
神と身体と物質の交流」による制作はどう違うのだろうか。
「発想・考案」が造形活動を先導する時、作者は物質に対して主体となる場所に立
つ。この時作品は作者の意識や行動を表す場となっていく。それに対して、「精神と
身体と物質の交流」に根ざした造形活動では、作者と物質は対等な場所に位置してい
る。そして、作者がその心と体で物質に直接働きかけを行い、物質と交わるのである。
それはもっと素朴で根源的な人間の手技によるものである。その時作者は造形世界の
内側に入り込んでいる。
「発想・考案が造形世界を先導する」ということは、作者が頭で考えて物質にかた
ちを与えていくことであり、ものごとに意味付けをしていくことである。これは造形
に限らず現代社会に生きている私たちの日常の方法でもあって、このような造形活動
は日常性の延長線上に位置している。ここでいう日常とは、社会通念上の確定的なも
のを信じ、自己を社会化させてこの社会を生きている私たちの日常である。
「精神と身体と物質の交流」による造形世界の内側では、物質が刻々とその姿を変
えていく。そこで起こっている出来事は不確定的なものであり、非日常的といえる。
「精神と身体と物質の交流」に根ざした造形活動を行うことは私たちがこの社会を
生きている中での非日常的体験であり、それは私たちがこの日常性の中で獲得するこ
とのできる自由のそのひとつの在り方でもある。このような非日常的体験の豊かさが
日常を生きる力につながるのだと私は考えている。
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